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２月 ５日（ 金 ）   愛知県会場    （     Ｇ      ）

グループ 

地域研修・校内研修の概要 

１ 目的 

・ 情報モラル教育の必要性を感じ、その考え方と方法を

理解する。 

・ 現在の児童生徒・保護者の情報モラルに関する意識の

実態を知る。 

・ すべての教員が、それぞれの教科で情報モラル教育を

実施し、情報モラル教育に関する技能を高める。 

２ 研修対象者 
校内研修（一般教員） 

３ 研修種別 
悉皆研修         希望研修 

４ 

回数・実施時

期 

（年間計画） 

１ 新学習指導要領の情報モラルの位置づけ（６０分） ４

月 

２ 具体的な事例（生徒・保護者の実態）（６０分） ６月 

３ 学習活動別の指導例（６０分） ８月 

４ 授業研究と研究協議（１２０分） １０月 

５ 実践発表とまとめ（６０分） ２月 

 

５ 研修時間 
３６０分 

６ 具体的内容 

１ 新学習指導要領の情報モラルの位置づけ（６０分） ４

月 

① ビデオで問題提起 

② 情報モラル教育の必要性 

③ 新学習指導要領の位置づけ 

２ 具体的な事例（生徒・保護者の実態）（６０分） ６月 

・ メール、ネットいじめ 

・ 著作権 

・ 個人情報 

３ 学習活動別の指導例（６０分） ８月 

４ 授業研究と研究協議（１２０分） １０月 

５ 実践発表とまとめ（６０分） ２月 

 

地域研修・校内研修案を考えましょう 



７ 教材 

エルネット「ちょっと待って、ケータイ」（保護者向け） 

すべての先生のための「情報モラル」実践キックオフガイ

ド 

情報モラル指導者研修ハンドブック 

ネット社会の歩き方 

教育の情報化に関する手引き 

８ 研修形態 

授業研究、ワークショップ、講話、実技演習 

９ １回の展開

案（メモ程度

で可） 

分 研修内容・活動 資料等 

３

０ 
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情報モラルの必要性 問題提起 

「ちょっと待って、ケータイ」（保護者

向け） 

を視聴する。 

 

情報モラル教育の必要性 

○ ビデオからみえる課題を整

理する。 

・ メールの落とし穴 

・ ケータイに忍び寄る罠 

・ プロフの危険な誘惑 

・ 学校裏サイトの闇 

新学習指導要領における情報モラル教

育の位置づけと意義 

・ 情報モラル教育の基本理念と指導 

・ 新学習指導要領における情報モラ

ル 

・ 情報モラル指導モデルカリキュラ

ム表 

「ちょっと

待って、ケ

ータイ」（保

護者向け） 
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情報モラル指導者養成研修 Gグループ

情報モラル教育の必要性

2

情報モラルとは

情報モラル
中教審第一次答申1996年で初めて文科省で使われた

情報モラルの定義

「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」
（高等学校学習指導要領解説情報編 2000年３月）



3

なぜ情報モラルが必要とされるのか（１）

従来の日常モラルでは解決できない新たな課題やより慎重な
判断を要する局面が生まれる

→情報社会で求められる新しい課題への対応

「技術開発の進歩のスピードが急速なために，既存の法律や
社会制度では想定されていなかった新たな場面に直面する機
会が増えている。このような状況の下で社会の一員として適正
に活動していくためには，既存のルールやマナーを理解するこ
とに加えて，新たな場面に対応して新しいルールやマナーの
在り方などを考えていける力を養う必要がある。」

「新情報教育に関する手引き」(2002)

4

なぜ情報モラルが必要とされるのか（２）

•気持ちのよいあいさつ、言葉遣い、動作などに心掛けて、明るく
接する。（低）
•礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心を持って接する。（中）
•時と場をわきまえて、礼儀正しく真心を持って接する。（高）

（小学校学習指導要領解説道徳編）

道徳の徳目

•不審なメールが届いた
•知らない人から書き込みがあった
•ネットで知り合った人から会いたいと言われた

新たな対応が求められる
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なぜ情報モラルが必要とされるのか（３）

•個人情報の保護
•著作権の保護
•肖像権の保護
•人権侵害を防ぐ

新しいコミュニケーションツールの登場による新たな課題

情報の交流（メールや掲示板、チャット）

情報発信（ホムペやブログ、プロフ）

•ネットいじめ
•誹謗中傷
•不審者対応
•なりすましの危険

6

情報安全（知恵を磨く）
情報社会の特性の理解
情報と安全に向き合う方法

情報倫理（心を磨く）
相手を思いやり発信に責任を持つ
ルールやマナーを守る

情報モラルの実践力正しい判断力

情報モラルの内容と目的

情報モラルの内容
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情報倫理（心を磨く）

情報安全（知恵を磨く）

法の理解と遵守情報社会の倫理

情報セキュリティ安全への知恵

公共的なネットワーク社会の構築

情報モラルの２分野、５領域
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情報モラルの指導内容

情報モラル指導モデルカリキュラム表

モデルカリキュラムとその構成
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新学習指導要領に記載される中学校の情報モラル


